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【梅永雄二氏の略歴】


慶応大学卒業後、日本障害者雇用促進協会で障害者職業カウンセラーを務める。


その後、筑波大学大学院教育研究科障害児教育専攻修士課程終了。大阪、東京の障害者職業センターに勤務後、明星大学人文学部助教授を経て現職に至る。


＜著書＞


「親，教師，施設職員のための自閉症者の就労援助」（筒井書房）、「自立をめざす障害児者教育」（福村出版）、「自閉症スペクトラム児・者の理解と支援」教育出版（分担執筆）、「現場で役立つ特別支援教育ハンドブック」日本文化科学社（分担執筆）3 、「青年期自閉症へのサポート　青年・成人期のＴＥＡＣＣＨ実践」岩崎学術出版社、「こんなサポートがあれば★～ALAAHFA(Adults with LD,ADHD,アスペルガー症候群および高機能自閉症者）の人たちの肉声」 筒井書房　ほか多数。























＜日　時＞


２０１０年１２月１１日（土）　１０：１５～１６：００


＜会　場＞


仙台市子育てふれあいプラザ「のびすく泉中央」�（地図を参照、泉図書館と同じ建物の４階です）


＜講　師＞


梅永雄二氏（宇都宮大学教授）�教育学部特別支援教育専攻、臨床心理士、教育学博士。








発達障害に関わる「第５回支援情報交換会」





主催＝発達支援ひろがりネット


【参加団体】石巻アドベンチャークラブ、えじそんくらぶ「森杜」親の会宮城、シエルの会、みやぎＬＤ児・者親の会　ぽこぁぽこ、宮城県自閉症協会、フリースクール煌、ＮＰＯ法人　自閉症ピアリンクセンターここねっと、認定ＮＰＯ法人　みやぎ発達障害サポートネット、ＮＰＯ法人黒川こころの応援団、ＮＰＯ法人グループゆう、株式会社　団塊世代・活動センター、ＮＰＯ法人　つみきの会。





　








会場は、元の宇宙館です。





ご案内－テーマは「就労支援」


　発達障害のある人が働ける大人になるために、児童の頃からの本人の自己理解、移行期のジョブマッチング等の支援をどのように進めるかをはじめ、「就労支援」を切り口にして開催します。当事者、保護者、保育士や教職員、さまざまな機関で支援や調査・研究に携わっているみなさまにご案内申し上げます。


　参加申込、問い合わせ、託児活動については裏面をご覧下さい。


　入場は無料です。誰でも自由に参加できます。


資料代をいただきます。





後援＝宮城県、仙台市、宮城県教育委員会、仙台市教育委員会、日本発達障害ネットワーク（ＪＤＤネット）











